
　
緑鮮やかで葉がふんわり巻いている
春キャベツ。ビタミンC・A・U
が豊富で、腸内環境を整え抵
抗力を高めてくれます。
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キャベツを焼いたうま味
が加わり、スープにコク
が出ます。タマネギの甘
みとともに良いだしとな
り、スープ全体の塩分を
抑えられます。

ヒトコト★POINT

焼いた野菜のコクで、塩分控えめな仕上がり

今回の食材

春キャベツ
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● ソーセージ
● オリーブ油
● パセリ

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・    

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・    

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

・・・・・・・・・・・・・・           

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   

                                      

個
個
１片
２個
８本

小さじ２
適量

水
固形コンソメ
カレー粉
（またはカレールゥ
塩、コショウ

800㎖
２個

小さじ２
1片）
少々

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・            

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・       

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・                

・・・・・・・・・・          

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・        

カレースープ

カレースープとジャガイモ、
ソーセージを加え、一度沸かし
て弱火で約15分煮込む。塩、コ
ショウで味を調え、盛り付ける。

タマネギはくし形に切る。ジャ
ガイモは大きめの一口大に切り、
水にさらす。ニンニクは半分に
切る。

鍋にオリーブ油とキャベツ、タ
マネギ、ニンニクを入れ、中火
で焼き目をつける。

キャベツは芯を残してくし形に
切り、形が崩れないよう竹串を
さす。（盛り付け前に竹串を抜
く）

1 2 3 4

作り方

農業共済新聞は週１回の発行で、購読料は１年間5,520円
（１紙当たり約117円）です。２カ月間の試し読み（無料）
から始めてみませんか。

試し読みをお申込みいただいた方には「もっと
おいしく干し野菜」の冊子と、ノーサイくんマ
グネットをプレゼントします。

農業共済新聞 ２カ月間試し読みできます

表紙の続きは10ページ

そ ら と つ ち と み ど り の 会 話

NOSAI かがわ vol.62
2024 5月

安全対策で
農機具事故ゼロに

安心のネットワーク

香川県農業共済組合



安
全
対
策
で
農
機
具
事
故
ゼ
ロ
に

　
農
作
業
死
亡
事
故
の
う
ち
、
最
も
多
い
の
が
乗
用

型
ト
ラ
ク
タ
ー
の
事
故
で
す
。
安
全
確
認
で
事
故
防

止
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
令
和
４
年
に
発
生
し
た
農
業

機
械
作
業
で
の
死
亡
者
数
は
、

１
５
２
人
（
図
参
照
）。
機
種
別

の
発
生
状
況
は
、
乗
用
型
ト
ラ

ク
タ
ー
が
62
人
（
40
・
８
％
）

と
最
も
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
原
因
別
で
は
、
機
械
の
転

落
・
転
倒
が
72
人
と
、
約
半
数

を
占
め
て
い
ま
す
。
そ
の
内
、

乗
用
型
ト
ラ
ク
タ
ー
は
41
人
と

最
多
で
す
。

　
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
ヘ
ル
メ
ッ

ト
着
用
な
ど
事
前
対
策
を
し
て

い
れ
ば
危
険
性
は
減
少
し
ま
す
。

安
全
対
策
を
し
、
事
故
防
止
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

●
補
償
対
象

衝
突
や
横
転
、
墜
落
な
ど
稼

働
中
に
発
生
し
た
損
害
を
は

じ
め
、
火
災
や
落
雷
、
自
然

災
害
（
地
震
等
を
除
く
）
で

の
損
害
を
補
償
し
ま
す
。

●
共
済
金
支
払
い
ま
で
の
流
れ

①
損
害
調
査

加
入
者
は
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に
連

絡
。
職
員
が
損
害
の
起
き
た

現
場
や
状
況
、
機
体
の
損
傷

部
分
な
ど
を
確
認
し
ま
す
。

②
修
理
依
頼

加
入
者
は
農
機
具
業
者
に
修

理
を
依
頼
し
、
修
理
済
証
明

書
、
ま
た
は
修
理
見
積
書
を

取
得
し
ま
す
。

③
復
旧
確
認

職
員
が
復
旧
後
の
農
機
具
を

確
認
し
ま
す
。

④
共
済
金
の
お
支
払
い

復
旧
に
必
要
な
金
額
が
確
定

後
、
共
済
金
を
お
支
払
い
し

ま
す
。

損
害
発
生
時
は

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に
連
絡

農
機
具
は
共
済
加
入
で
安
心

　乗降時はしっかりと前後確認し、足を滑らせないよう
手すりを持ちましょう。エンジン始動時には、周囲に呼
びかけ合図することも重要です。

ふじなかりょう

株式会社中四国クボタ
高松事務所

藤中 亮さん

　シートベルトは、運転者の安全を守るためにあります。農林
水産省の調べでは、横転、墜落事故時の死亡率が、着用時は８
分の１になると報告されています。毎回、シートベルトを締め
ることを心掛けましょう。

作業時以外は
ブレーキペダルの連結

シートベルトはあなたを守る命綱

　追突の危険を防止するため、後続車に分かりやすい位置に反射板（低速車
マークなど）を取り付けましょう。周囲が暗くなる夕方は、事故が多く発生
しています。早めにライトを点灯することも必要です。乗車前に正常作動す
るか確認しましょう。

灯火類、反射板などの設置

　横転や墜落時に、地面との間にスペースを確保し、運転者
を守る安全フレーム。折り畳んでそのままになってはいませ
んか。直立させしっかりとピンで固定しましょう。
　運転者が座席にシートベルトで固定されていることが重要
です。乗車時の合わせ技で、安全を守る頼もしい味方にしま
しょう。

安全フレーム立てたら安心

乗車時は必ず安全フレームを立てましょう

ヘルメットの着用

安全確認チェックシート
シートベルトの着用
ヘルメットの着用
灯火類、反射板の装着

安全フレーム、安全キャブの装着
耕地外でのブレーキペダルの連結
農機具のメンテナンス

大きな事故は焦りから 慌てず急がずゆとりのある農作業を

など…

※適切な服装で農作業をしましょう（長袖、長ズボン、安全靴）　※作業前後のメンテナンスは、取扱説明書などで注意事項や整備方法を確認

農林水産省調べ

令和4年
農業機械作業の死亡事故状況

152人
乗用型トラクター
62人

歩行型
トラクター
21人

農用
運搬車
16人

自脱型コンバイン
11人

動力防除機
8人

その他
34人

取材
協力

23 かがわ 2024.5  vol.62 かがわ 2024.5  vol.62
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損
害
防
止

事
業

農
業
保
険
で
備
え
ま
し
ょ
う

　
令
和
５
年
は
香
川
県
の
年
平
均
気
温
が
、
史
上
最

高
を
記
録
し
ま
し
た
。
６
年
も
気
温
が
高
い
状
態
が

続
く
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
農
業
保
険
に
加
入
し
、

予
期
せ
ぬ
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

　
な
し
は
、
ナ
シ
ヒ
メ
シ
ン
ク
イ
の
食
害
、
夜
蛾
の

吸
汁
で
減
収
し
ま
し
た
。

　
く
り
は
、
サ
ル
と
イ
ノ
シ
シ
の
食
害
や
、
暴
風
雨

の
影
響
で
落
毬
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ぶ
ど
う
は
、
５
月
か
ら
梅
雨
明
け
ま
で
高
温
多
湿

で
推
移
し
、
べ
と
病
や
黒
と
う
病
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
か
き
は
、
梅
雨
の
影
響
で
炭
そ
病
、
夏
場
の
強
烈

な
日
射
で
日
焼
果
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
う
ん
し
ゅ
う
み
か
ん
は
、
少
雨
で
果
実
肥
大
が
進

ま
ず
、
そ
の
後
、
降
雨
で
樹
体
内
の
水
分
量
が
急
激

に
増
え
裂
果
、
落
果
が
発
生
し
減
収
し
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
は
台
風
到
来
の
少
な
い
年
で
し
た
が
、

夏
場
の
高
温
と
い
っ
た
気
象
災
害
や
病
害
な
ど
で
次

の
通
り
共
済
金
を
お
支
払
い
し
ま
し
た
。

　
水
稲
は
、
移
植
期
に
水
の
管
理
が
難
し
い
水
田
で

ス
ク
ミ
リ
ン
ゴ
ガ
イ
の
食
害
が
発
生
。
台
風
７
号
や

局
地
的
な
豪
雨
で
倒
伏
す
る
風
水
害
、
山
間
部
を
中

心
に
イ
ノ
シ
シ
の
被
害
が
発
生
し
、
一
部
皆
無
の
耕

地
が
あ
り
ま
し
た
。

　
大
豆
は
、
高
温
乾
燥
と
台
風
７
号
の
風
雨
で
落
葉

し
着
莢
不
良
や
、
一
部
で
は
虫
害
で
大
き
な
被
害
と

な
り
ま
し
た
。

イノシシに踏み荒らされた水稲

降雨で裂果したうんしゅうみかん

令和５年産支払状況

大豆

なし

くり

ぶどう

かき

うんしゅうみかん

５年12月26日

６年３月25日

６年２月27日

５年12月21日

５年12月21日

６年２月８日

６年２月８日

６年３月27日

支払日品目

16,066,070

202,404

295,250

166,880

19,390

1,006,045

855,540

1,969,850

共済金（円）

382

2

12

4

2

11

22

30

戸数（戸）

水
稲

半・全相殺

インデックス

農
家
経
営
を
支
援
し
ま
す

　
農
作
物
な
ど
の
被
害
軽
減
と
、
農
家
経
営

の
安
定
、
地
域
農
業
の
維
持
振
興
を
目
的
に
、

毎
年
、
損
害
防
止
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
今
年
度
も
引
き
続
き
支
援
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
各
支
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

家
畜
共
済
加
入
者
で
、
削
蹄
を
さ
れ
た
方

が
対
象
で
す
。

▼ 

削
蹄
奨
励
金
の
交
付

病
気
の
発
生
状
況
や
家
畜
の
血
液
検
査
な

ど
の
結
果
か
ら
、
獣
医
師
が
飼
養
管
理
の

助
言
を
し
ま
す
。

▼ 

飼
養
管
理
指
導
の
実
施

自
走
式
セ
ッ
ト
動
力
噴
霧
機
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

▼ 

損
害
防
止
機
具
の
無
料
貸
出

・
電
気
柵
や
ネ
ッ
ト
、
金
網
柵
な
ど
の
設
置
費

用
を
一
部
助
成

・
地
域
で
鳥
獣
害
防
止
対
策
に
取
り
組
む
場
合

の
助
成
（
組
合
員
等
３
名
以
上
が
地
域
を
一

体
的
に
整
備
）

▼ 

獣
害
防
護
器
具
購
入
助
成

助
成
台
数
は
、
組
合
員
当
た
り
２
台
以
内
で

す
。

▼ 

捕
獲
用
箱
わ
な
・
電
子
防
鳥
機
購
入
助
成

　
右
記
三
つ
の
助
成
対
象
者
は
、
農
作
物
、

家
畜
、
果
樹
、
畑
作
物
、
園
芸
施
設
共
済
、

収
入
保
険
加
入
者
と
そ
の
ご
家
族
で
す
。
加

入
し
て
い
る
農
地
、
園
地
の
鳥
獣
被
害
を
防

わ
な
猟
と
第
一
種
銃
猟
狩
猟
者
登
録
時
に
か

か
る
狩
猟
税
を
助
成
し
ま
す
。
た
だ
し
、
有

害
鳥
獣
捕
獲
許
可
登
録
者
に
限
り
ま
す
。

▼ 

わ
な
猟
、
第
一
種
銃
猟
狩
猟
者
登
録
経
費

助
成

止
す
る
こ
と
が
原
則
で
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
交
付
条
件
、
補
助
金
限
度
額

が
異
な
り
ま
す
。
獣
害
防
護
器
具
等
の
購

入
助
成
を
受
け
る
場
合
は
、
購
入
前
に
申

請
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

※詳しくはホームページでご確認ください

一般職員 獣医師職員

小豆出張所
☎0879-62-0694

東部支所
☎0879-43-4121

中讃支所
☎0877-46-1211

三豊支所
☎0875-25-2482

仲多度支所
☎0877-62-5970

高松支所
☎087-888-1146

連絡先

採用予定人員

採用予定日

職務内容

勤務地

２人程度

農業保険法に基づく業務

県内事務所

①高等学校を卒業している人
②平成元年４月２日以降に生まれた人
　（満35歳以下）
③パソコン操作（ワード、エクセル）ができる人
④自動車普通免許（ＡＴ可）を有し、
　安全な運転ができる人

書類選考、能力検査、適正検査、面接 書類選考、面接

２人程度

家畜共済事業と家畜診療業務

県内家畜診療所

①昭和59年４月２日以降に生まれた人で
　獣医師免許を有する人、
　または令和６年度に実施される国家試験に
　合格する見込みのある人
②自動車普通免許（ＡＴ可）を有し、
　安全な運転ができる人

応募資格

応募方法

応募締切

選考方法

令和７年４月１日

下記の書類を当組合本所総務課あてに郵送してください。（電子メール可）

令和６年８月１日（木）

・履歴書　・成績証明書
・卒業（見込）証明書

・履歴書
・卒業（見込）証明書、獣医師免許証写し（取得者）

職員を募集します

ら
く
き
ゅ
う

ち
ゃっ
き
ょ
う

　
農
林
水
産
省
か
ら
の
指
導
で
、
共
済
掛
金
な
ど

の
現
金
納
入
が
原
則
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
で
は
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
一

環
で
、
共
済
掛
金
な
ど
の
納
入
ま
た
共
済
金
の
お

支
払
い
は
口
座
取
引
で
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
口
座
の
登
録
が
で

き
な
い
方
は
、
建
物

共
済
と
農
機
具
共
済

に
限
り
組
合
か
ら
送

付
す
る
払
込
票
（
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
用
）
で
お
支
払
い

で
き
ま
す
。

　
口
座
登
録
や
加
入

者
の
名
義
変
更
な
ど

は
、
支
所
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

集
金
は
原
則
禁
止

・
Ｊ
Ａ
香
川
県

・
百
十
四
銀
行

・
香
川
銀
行

・
高
松
信
用
金
庫

・
観
音
寺
信
用
金
庫

・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

口座振替ができる
金融機関

他16金融機関

445 かがわ 2024.5  vol.62 かがわ 2024.5  vol.62



損
害
防
止

事
業

農
業
保
険
で
備
え
ま
し
ょ
う

　
令
和
５
年
は
香
川
県
の
年
平
均
気
温
が
、
史
上
最

高
を
記
録
し
ま
し
た
。
６
年
も
気
温
が
高
い
状
態
が

続
く
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
農
業
保
険
に
加
入
し
、

予
期
せ
ぬ
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

　
な
し
は
、
ナ
シ
ヒ
メ
シ
ン
ク
イ
の
食
害
、
夜
蛾
の

吸
汁
で
減
収
し
ま
し
た
。

　
く
り
は
、
サ
ル
と
イ
ノ
シ
シ
の
食
害
や
、
暴
風
雨

の
影
響
で
落
毬
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ぶ
ど
う
は
、
５
月
か
ら
梅
雨
明
け
ま
で
高
温
多
湿

で
推
移
し
、
べ
と
病
や
黒
と
う
病
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
か
き
は
、
梅
雨
の
影
響
で
炭
そ
病
、
夏
場
の
強
烈

な
日
射
で
日
焼
果
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
う
ん
し
ゅ
う
み
か
ん
は
、
少
雨
で
果
実
肥
大
が
進

ま
ず
、
そ
の
後
、
降
雨
で
樹
体
内
の
水
分
量
が
急
激

に
増
え
裂
果
、
落
果
が
発
生
し
減
収
し
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
は
台
風
到
来
の
少
な
い
年
で
し
た
が
、

夏
場
の
高
温
と
い
っ
た
気
象
災
害
や
病
害
な
ど
で
次

の
通
り
共
済
金
を
お
支
払
い
し
ま
し
た
。

　
水
稲
は
、
移
植
期
に
水
の
管
理
が
難
し
い
水
田
で

ス
ク
ミ
リ
ン
ゴ
ガ
イ
の
食
害
が
発
生
。
台
風
７
号
や

局
地
的
な
豪
雨
で
倒
伏
す
る
風
水
害
、
山
間
部
を
中

心
に
イ
ノ
シ
シ
の
被
害
が
発
生
し
、
一
部
皆
無
の
耕

地
が
あ
り
ま
し
た
。

　
大
豆
は
、
高
温
乾
燥
と
台
風
７
号
の
風
雨
で
落
葉

し
着
莢
不
良
や
、
一
部
で
は
虫
害
で
大
き
な
被
害
と

な
り
ま
し
た
。

イノシシに踏み荒らされた水稲

降雨で裂果したうんしゅうみかん

令和５年産支払状況

大豆

なし

くり

ぶどう

かき

うんしゅうみかん

５年12月26日

６年３月25日

６年２月27日

５年12月21日

５年12月21日

６年２月８日

６年２月８日

６年３月27日

支払日品目

16,066,070

202,404

295,250

166,880

19,390

1,006,045

855,540

1,969,850

共済金（円）

382

2

12

4

2

11

22

30

戸数（戸）

水
稲

半・全相殺

インデックス

農
家
経
営
を
支
援
し
ま
す

　
農
作
物
な
ど
の
被
害
軽
減
と
、
農
家
経
営

の
安
定
、
地
域
農
業
の
維
持
振
興
を
目
的
に
、

毎
年
、
損
害
防
止
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
今
年
度
も
引
き
続
き
支
援
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
各
支
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

家
畜
共
済
加
入
者
で
、
削
蹄
を
さ
れ
た
方

が
対
象
で
す
。

▼ 

削
蹄
奨
励
金
の
交
付

病
気
の
発
生
状
況
や
家
畜
の
血
液
検
査
な

ど
の
結
果
か
ら
、
獣
医
師
が
飼
養
管
理
の

助
言
を
し
ま
す
。

▼ 

飼
養
管
理
指
導
の
実
施

自
走
式
セ
ッ
ト
動
力
噴
霧
機
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

▼ 

損
害
防
止
機
具
の
無
料
貸
出

・
電
気
柵
や
ネ
ッ
ト
、
金
網
柵
な
ど
の
設
置
費

用
を
一
部
助
成

・
地
域
で
鳥
獣
害
防
止
対
策
に
取
り
組
む
場
合

の
助
成
（
組
合
員
等
３
名
以
上
が
地
域
を
一

体
的
に
整
備
）

▼ 

獣
害
防
護
器
具
購
入
助
成

助
成
台
数
は
、
組
合
員
当
た
り
２
台
以
内
で

す
。

▼ 

捕
獲
用
箱
わ
な
・
電
子
防
鳥
機
購
入
助
成

　
右
記
三
つ
の
助
成
対
象
者
は
、
農
作
物
、

家
畜
、
果
樹
、
畑
作
物
、
園
芸
施
設
共
済
、

収
入
保
険
加
入
者
と
そ
の
ご
家
族
で
す
。
加

入
し
て
い
る
農
地
、
園
地
の
鳥
獣
被
害
を
防

わ
な
猟
と
第
一
種
銃
猟
狩
猟
者
登
録
時
に
か

か
る
狩
猟
税
を
助
成
し
ま
す
。
た
だ
し
、
有

害
鳥
獣
捕
獲
許
可
登
録
者
に
限
り
ま
す
。

▼ 

わ
な
猟
、
第
一
種
銃
猟
狩
猟
者
登
録
経
費

助
成

止
す
る
こ
と
が
原
則
で
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
交
付
条
件
、
補
助
金
限
度
額

が
異
な
り
ま
す
。
獣
害
防
護
器
具
等
の
購

入
助
成
を
受
け
る
場
合
は
、
購
入
前
に
申

請
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

※詳しくはホームページでご確認ください

一般職員 獣医師職員

小豆出張所
☎0879-62-0694

東部支所
☎0879-43-4121

中讃支所
☎0877-46-1211

三豊支所
☎0875-25-2482

仲多度支所
☎0877-62-5970

高松支所
☎087-888-1146

連絡先

採用予定人員

採用予定日

職務内容

勤務地

２人程度

農業保険法に基づく業務

県内事務所

①高等学校を卒業している人
②平成元年４月２日以降に生まれた人
　（満35歳以下）
③パソコン操作（ワード、エクセル）ができる人
④自動車普通免許（ＡＴ可）を有し、
　安全な運転ができる人

書類選考、能力検査、適正検査、面接 書類選考、面接

２人程度

家畜共済事業と家畜診療業務

県内家畜診療所

①昭和59年４月２日以降に生まれた人で
　獣医師免許を有する人、
　または令和６年度に実施される国家試験に
　合格する見込みのある人
②自動車普通免許（ＡＴ可）を有し、
　安全な運転ができる人

応募資格

応募方法

応募締切

選考方法

令和７年４月１日

下記の書類を当組合本所総務課あてに郵送してください。（電子メール可）

令和６年８月１日（木）

・履歴書　・成績証明書
・卒業（見込）証明書

・履歴書
・卒業（見込）証明書、獣医師免許証写し（取得者）

職員を募集します

ら
く
き
ゅ
う

ち
ゃっ
き
ょ
う

　
農
林
水
産
省
か
ら
の
指
導
で
、
共
済
掛
金
な
ど

の
現
金
納
入
が
原
則
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
で
は
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
一

環
で
、
共
済
掛
金
な
ど
の
納
入
ま
た
共
済
金
の
お

支
払
い
は
口
座
取
引
で
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
口
座
の
登
録
が
で

き
な
い
方
は
、
建
物

共
済
と
農
機
具
共
済

に
限
り
組
合
か
ら
送

付
す
る
払
込
票
（
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
用
）
で
お
支
払
い

で
き
ま
す
。

　
口
座
登
録
や
加
入

者
の
名
義
変
更
な
ど

は
、
支
所
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

集
金
は
原
則
禁
止

・
Ｊ
Ａ
香
川
県

・
百
十
四
銀
行

・
香
川
銀
行

・
高
松
信
用
金
庫

・
観
音
寺
信
用
金
庫

・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

口座振替ができる
金融機関

他16金融機関

445 かがわ 2024.5  vol.62 かがわ 2024.5  vol.62



くにむら みのる國村 年 ＝ 國村公認会計士事務所（高松市木太町）

「法人成りのデメリット」次号のテーマは

経営
相談 法人成りのメリット

・家計と経営の分離で、経営管理の徹底化
・取引上の信用力向上
・イメージ向上で、資金調達・販路開拓・従業員
　の雇用などの円滑化
・法人の役員・従業員の中から有能な人材を後継
　者として確保し、事業の継続が可能
・福利厚生等の待遇改善で、人材確保の期待
・社会保険・雇用保険の適用で従業員の福利充実
・就業規則の整備、給与制導入で就業条件の明確化
・融資限度額拡大（認定農業者のみ）
・スーパーＬ資金の『円滑化貸付』による無担
保・無保証借入（認定農業者のみ）

・農地中間管理機構の農用地などの現物出資で
　農地取得の負担軽減が可能
・所得の分散で税額総額の軽減
・累進税率ではない法人税の適用
・役員報酬の給与所得化で節税
・使用人兼務役員賞与の損金算入
・役員保険料・役員退職金の損金算入
・農業経営基盤強化準備金の活用（青色申告法
　人かつ認定農業者のみ）
・税務上の欠損金の10年間繰越控除可能（青色
　申告法人のみ）

経営
信用

人材

保障

資金

農地

税務

　今年度は、法人成り（法人化）をテーマにします。１回目は農家の法人成りのメリットを挙げました。

　香川県は、切花用ヒマワリの生産量全国３位の産地です。夏の花の代表格ですが、播種時期をずらしたり、
露地だけでなくビニールハウスで栽培したりすることで、母の日や父の日、ハロウィーンなどの需要期にも出
荷することができます。

切花用ヒマワリ
播種時期をずらして長期出荷！

栽培講座
Let’s Try！

作型
５月出荷
６月出荷
７月出荷
８月出荷
９月出荷
10月出荷

３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月

（図）ヒマワリの作型

シーダーテープ（写真左）を利用して播種労力軽減

品
種

　切花用の品種を選びます。オレンジ色では、「ビンセン
トネーブル」、「サンリッチオレンジ」、黄色では、「ビンセ
ントポメロ」などの品種が人気です。

温
度
管
理

　発芽適温は20～25℃ですが、15℃以上あ
れば発芽します。高温時は発芽率が低下する
ため、遮光などをして地温を下げます。

か
ん
水

　発芽がそろうまでは、十分にかん水しま
す。その後は乾いたらかん水をし、花芽確認
後は控えます。

播
種

　種子は１ａ当たり約４千粒用意し、１畝５条に、条間
10㎝、株間７～８㎝間隔で播種します。収穫期をずらす
ため、播種時期は同一ほ場でも分散させます。

ビニール被覆 播種 収穫

からの お 知 ら せ

　
令
和
５
年
12
月
12
日
、
公
益
社
団
法

人
全
国
農
業
共
済
協
会
長
が
表
彰
す
る

「
農
業
共
済
功
績
者
表
彰
」
の
表
彰
伝

達
式
を
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
農
業
保

険
事
業
に
功
績
の
あ
っ
た
農
業
共
済
基

礎
組
織
関
係
者
（
共
済
部
長
、
損
害
評

価
員
等
）
を
称
え
る
も
の
で
、
本
県
か

ら
は
５
人
が
受
賞
し
ま
し
た
。
受
賞
者

は
次
の
と
お
り
。（
敬
称
略
）

多
　
田
　
　
　
勉
（
さ
ぬ
き
市
）

井
　
上
　
喜
代
文
（
小
豆
島
町
）

碣
　
石
　
秋
　
雄
（
綾
川
町
）

黒
　
田
　
　
　
栄
（
ま
ん
の
う
町
）

景
　
山
　
卓
　
美
（
観
音
寺
市
）

　
令
和
５
年
12
月
７
日
に
第
20
回
臨
時

総
代
会
を
、
６
年
３
月
26
日
に
第
21
回

臨
時
総
代
会
を
当
組
合
本
所
会
議
室
で

開
き
、
ど
ち
ら
も
提
出
し
た
全
議
案
、

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

《
第
20
回 

提
出
議
案
》

第
１
号
議
案
▼
危
険
段
階
別
基
準
共
済

掛
金
率
設
定
方
法
に
つ
い
て

　
令
和
６
年
産
水
稲
共
済
、
令
和
６
年
４
月

２
日
以
降
に
責
任
開
始
の
園
芸
施
設
共
済
を

「
危
険
段
階
別
共
済
掛
金
率
設
定
・
適
用
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
基
づ
き
設
定

　第
２
号
議
案
▼
組
合
実
施
体
制
の
改
善

計
画
に
つ
い
て

　
農
林
水
産
省
か
ら
の
監
督
指
針
改
正
に
伴

い
、
令
和
９
年
度
ま
で
の
実
施
体
制
改
善
計

画
を
策
定

第
３
号
議
案
▼
損
害
評
価
会
委
員
の
選

任
に
つ
い
て

　
委
員
を
委
任

し
て
い
る
関
係

団
体
の
役
員
交

代
に
伴
う
、
後

任
委
員
の
選
任

　

付
帯
決
議

　
軽
微
な
修
正
事
項
の
理
事
会
一
任

《
第
21
回 

提
出
議
案
》

第
１
号
議
案
▼
定
款
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
支
所
統
合
等
に
伴
い
、
定
款
付
属
書
・
総

代
選
挙
規
程
の
投
票
区
、
選
挙
区
域
、
総
代

　
果
樹
共
済
の
指
定
か
ん
き
つ
品
目
に
、

レ
モ
ン
が
加
わ
り
ま
し
た
。
令
和
８
年

産
か
ら
加
入
で
き
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
▽
高
松
支
所
・
吉
田
充
希
▽
三
豊
家
畜
診
療

所
・
谷
本
大
知

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　
12
月
31
日
付
＝
麻
野
恵
理
（
東
部
家
畜
診
療

所
）
▽
岡
田
忠
彦
（
高
松
支
所
）

　
3
月
31
日
付
＝
上
山
昌
浩
（
本
所
事
業
部

長
）
▽
笠
井
博
幸
（
本
所
事
業
部
家
畜
課
長
）

▽
柏
圭
祐
（
東
部
支
所
第
二
事
業
課
課
長
補

佐
）
▽
岡
崎
守
（
高
松
支
所
）
▽
清
水
詩
郎

（
三
豊
支
所
）
▽
小
出
智
也
（
全
国
連
に
移

籍
）

定
数
な
ど
を
変
更
。
役
員
選
任
規
程
の
役
員

選
出
区
域
、
推
薦
定
数
も
変
更

　第
２
号
議
案
▼
事
業
規
程
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

　
果
樹
共
済
目
的
に
レ
モ
ン
を
追
加

　第
３
号
議
案
▼
事
務
費
賦
課
金
オ
ン
ラ

イ
ン
申
請
割
引
の
設
定
に
つ
い
て

　
事
務
費
賦
課
金
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
割
引

措
置
を
実
施

第
４
号
議
案
▼
職
員
給
与
規
則
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

　
香
川
県
に
準

じ
、
獣
医
師
の

初
任
給
調
整
手

当
を
改
正

　

付
帯
決
議

　
軽
微
な
修
正
事
項
の
理
事
会
一
任

　
麦
の
災
害
収
入
共
済
方
式
は
、
減
収

だ
け
で
な
く
品
質
の
低
下
に
伴
う
生
産

金
額
の
減
少
も
補
償
し
ま
す
。
６
年
産

麦
に
被
害
が
発
生
し
た
場
合
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｉ
ま
で
お
早
め
に
被
害
申
告
を
し
て

く
だ
さ
い
。

●
退
職

人
事
異
動

●
新
規
採
用
職
員 

４
月
１
日
付

議長を務める

谷口 勝幸 総代 （高松市）
たにぐちかつゆき

議長を務める

鈴木 章市 総代 （綾川町）
すずきしょういち

５
人
を
表
彰

令
和
５
年
度
農
業
共
済
功
績
者
表
彰

全
議
案 

承
認
さ
れ
る

第
20
回
、
21
回
臨
時
総
代
会

収
穫
共
済

麦 

被
害
申
告
お
早
め
に

果
樹 

レ
モ
ン
の
引
き
受
け
始
ま
る

表彰を受ける多田勉
さん

香川県農政水産部農業経営課　
農業革新支援グループ主席専門指導員講師：小林 弥生

こばやしやよい

うね

6月 4日 第12回通常総代会

7月 6日
20日

22日
26日

ぶどう現地研修会
損害評価会かんきつ部会
損害評価会キウイフルーツ部会
第２回コンプライアンス委員会
第２回理事会、監事会

組合の主な動き

5月 7、8日
24日

下旬

決算監査
第１回余裕金運用管理委員会
第１回理事会
損害評価会かんきつ部会

※行事日程は変更になる場合があります。

67 かがわ 2024.5  vol.62 かがわ 2024.5  vol.62



くにむら みのる國村 年 ＝ 國村公認会計士事務所（高松市木太町）

「法人成りのデメリット」次号のテーマは

経営
相談 法人成りのメリット

・家計と経営の分離で、経営管理の徹底化
・取引上の信用力向上
・イメージ向上で、資金調達・販路開拓・従業員
　の雇用などの円滑化
・法人の役員・従業員の中から有能な人材を後継
　者として確保し、事業の継続が可能
・福利厚生等の待遇改善で、人材確保の期待
・社会保険・雇用保険の適用で従業員の福利充実
・就業規則の整備、給与制導入で就業条件の明確化
・融資限度額拡大（認定農業者のみ）
・スーパーＬ資金の『円滑化貸付』による無担
保・無保証借入（認定農業者のみ）

・農地中間管理機構の農用地などの現物出資で
　農地取得の負担軽減が可能
・所得の分散で税額総額の軽減
・累進税率ではない法人税の適用
・役員報酬の給与所得化で節税
・使用人兼務役員賞与の損金算入
・役員保険料・役員退職金の損金算入
・農業経営基盤強化準備金の活用（青色申告法
　人かつ認定農業者のみ）
・税務上の欠損金の10年間繰越控除可能（青色
　申告法人のみ）

経営
信用

人材

保障

資金

農地

税務

　今年度は、法人成り（法人化）をテーマにします。１回目は農家の法人成りのメリットを挙げました。

　香川県は、切花用ヒマワリの生産量全国３位の産地です。夏の花の代表格ですが、播種時期をずらしたり、
露地だけでなくビニールハウスで栽培したりすることで、母の日や父の日、ハロウィーンなどの需要期にも出
荷することができます。

切花用ヒマワリ
播種時期をずらして長期出荷！

栽培講座
Let’s Try！

作型
５月出荷
６月出荷
７月出荷
８月出荷
９月出荷
10月出荷

３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月

（図）ヒマワリの作型

シーダーテープ（写真左）を利用して播種労力軽減

品
種

　切花用の品種を選びます。オレンジ色では、「ビンセン
トネーブル」、「サンリッチオレンジ」、黄色では、「ビンセ
ントポメロ」などの品種が人気です。

温
度
管
理

　発芽適温は20～25℃ですが、15℃以上あ
れば発芽します。高温時は発芽率が低下する
ため、遮光などをして地温を下げます。

か
ん
水

　発芽がそろうまでは、十分にかん水しま
す。その後は乾いたらかん水をし、花芽確認
後は控えます。

播
種

　種子は１ａ当たり約４千粒用意し、１畝５条に、条間
10㎝、株間７～８㎝間隔で播種します。収穫期をずらす
ため、播種時期は同一ほ場でも分散させます。

ビニール被覆 播種 収穫

からの お 知 ら せ

　
令
和
５
年
12
月
12
日
、
公
益
社
団
法

人
全
国
農
業
共
済
協
会
長
が
表
彰
す
る

「
農
業
共
済
功
績
者
表
彰
」
の
表
彰
伝

達
式
を
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
農
業
保

険
事
業
に
功
績
の
あ
っ
た
農
業
共
済
基

礎
組
織
関
係
者
（
共
済
部
長
、
損
害
評

価
員
等
）
を
称
え
る
も
の
で
、
本
県
か

ら
は
５
人
が
受
賞
し
ま
し
た
。
受
賞
者

は
次
の
と
お
り
。（
敬
称
略
）

多
　
田
　
　
　
勉
（
さ
ぬ
き
市
）

井
　
上
　
喜
代
文
（
小
豆
島
町
）

碣
　
石
　
秋
　
雄
（
綾
川
町
）

黒
　
田
　
　
　
栄
（
ま
ん
の
う
町
）

景
　
山
　
卓
　
美
（
観
音
寺
市
）

　
令
和
５
年
12
月
７
日
に
第
20
回
臨
時

総
代
会
を
、
６
年
３
月
26
日
に
第
21
回

臨
時
総
代
会
を
当
組
合
本
所
会
議
室
で

開
き
、
ど
ち
ら
も
提
出
し
た
全
議
案
、

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

《
第
20
回 

提
出
議
案
》

第
１
号
議
案
▼
危
険
段
階
別
基
準
共
済

掛
金
率
設
定
方
法
に
つ
い
て

　
令
和
６
年
産
水
稲
共
済
、
令
和
６
年
４
月

２
日
以
降
に
責
任
開
始
の
園
芸
施
設
共
済
を

「
危
険
段
階
別
共
済
掛
金
率
設
定
・
適
用
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
基
づ
き
設
定

　第
２
号
議
案
▼
組
合
実
施
体
制
の
改
善

計
画
に
つ
い
て

　
農
林
水
産
省
か
ら
の
監
督
指
針
改
正
に
伴

い
、
令
和
９
年
度
ま
で
の
実
施
体
制
改
善
計

画
を
策
定

第
３
号
議
案
▼
損
害
評
価
会
委
員
の
選

任
に
つ
い
て

　
委
員
を
委
任

し
て
い
る
関
係

団
体
の
役
員
交

代
に
伴
う
、
後

任
委
員
の
選
任

　

付
帯
決
議

　
軽
微
な
修
正
事
項
の
理
事
会
一
任

《
第
21
回 

提
出
議
案
》

第
１
号
議
案
▼
定
款
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
支
所
統
合
等
に
伴
い
、
定
款
付
属
書
・
総

代
選
挙
規
程
の
投
票
区
、
選
挙
区
域
、
総
代

　
果
樹
共
済
の
指
定
か
ん
き
つ
品
目
に
、

レ
モ
ン
が
加
わ
り
ま
し
た
。
令
和
８
年

産
か
ら
加
入
で
き
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
▽
高
松
支
所
・
吉
田
充
希
▽
三
豊
家
畜
診
療

所
・
谷
本
大
知

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　
12
月
31
日
付
＝
麻
野
恵
理
（
東
部
家
畜
診
療

所
）
▽
岡
田
忠
彦
（
高
松
支
所
）

　
3
月
31
日
付
＝
上
山
昌
浩
（
本
所
事
業
部

長
）
▽
笠
井
博
幸
（
本
所
事
業
部
家
畜
課
長
）

▽
柏
圭
祐
（
東
部
支
所
第
二
事
業
課
課
長
補

佐
）
▽
岡
崎
守
（
高
松
支
所
）
▽
清
水
詩
郎

（
三
豊
支
所
）
▽
小
出
智
也
（
全
国
連
に
移

籍
）

定
数
な
ど
を
変
更
。
役
員
選
任
規
程
の
役
員

選
出
区
域
、
推
薦
定
数
も
変
更

　第
２
号
議
案
▼
事
業
規
程
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

　
果
樹
共
済
目
的
に
レ
モ
ン
を
追
加

　第
３
号
議
案
▼
事
務
費
賦
課
金
オ
ン
ラ

イ
ン
申
請
割
引
の
設
定
に
つ
い
て

　
事
務
費
賦
課
金
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
割
引

措
置
を
実
施

第
４
号
議
案
▼
職
員
給
与
規
則
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

　
香
川
県
に
準

じ
、
獣
医
師
の

初
任
給
調
整
手

当
を
改
正

　

付
帯
決
議

　
軽
微
な
修
正
事
項
の
理
事
会
一
任

　
麦
の
災
害
収
入
共
済
方
式
は
、
減
収

だ
け
で
な
く
品
質
の
低
下
に
伴
う
生
産

金
額
の
減
少
も
補
償
し
ま
す
。
６
年
産

麦
に
被
害
が
発
生
し
た
場
合
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｉ
ま
で
お
早
め
に
被
害
申
告
を
し
て

く
だ
さ
い
。

●
退
職

人
事
異
動

●
新
規
採
用
職
員 

４
月
１
日
付

議長を務める

谷口 勝幸 総代 （高松市）
たにぐちかつゆき

議長を務める

鈴木 章市 総代 （綾川町）
すずきしょういち

５
人
を
表
彰

令
和
５
年
度
農
業
共
済
功
績
者
表
彰

全
議
案 

承
認
さ
れ
る

第
20
回
、
21
回
臨
時
総
代
会

収
穫
共
済

麦 

被
害
申
告
お
早
め
に

果
樹 

レ
モ
ン
の
引
き
受
け
始
ま
る

表彰を受ける多田勉
さん

香川県農政水産部農業経営課　
農業革新支援グループ主席専門指導員講師：小林 弥生

こばやしやよい

うね

6月 4日 第12回通常総代会

7月 6日
20日

22日
26日

ぶどう現地研修会
損害評価会かんきつ部会
損害評価会キウイフルーツ部会
第２回コンプライアンス委員会
第２回理事会、監事会

組合の主な動き

5月 7、8日
24日

下旬

決算監査
第１回余裕金運用管理委員会
第１回理事会
損害評価会かんきつ部会

※行事日程は変更になる場合があります。
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去
と
比
較
し
な
が
ら
、
１
週
間
単
位
で
作

業
計
画
を
立
て
る
。

　
「
就
農
を
志
す
地
域
の
若
い
人
を
育
て

る
た
め
、
利
益
を
得
て
生
活
す
る
に
は
ど

う
す
れ
ば
い
い
か
、
営
農
継
続
が
で
き
る

生
産
技
術
と
経
営
方
法
を
教
え
て
い
ま

す
」

　
渡
邊
さ
ん
と
作
業
を
助
け
合
う
藤
井
隆

さ
ん
（
同
町
、
53
歳
）
は
、「
交
流
を
大

事
に
し
て
人
望
が
あ
り
、
地
域
の
相
談
役

で
す
。
丁
寧
な
仕
事
ぶ
り
で
、
農
業
仲
間

と
し
て
尊
敬
で
き
ま
す
」
と
話

す
。

　
ま
ん
の
う
町
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
を
務
め
、
地
元
の

相
談
に
乗
り
耕
作
放
棄
地
が
増

え
な
い
よ
う
農
地
を
見
回
る
。

　
▽
経
営
＝
水
稲
８
㌶
、
小
麦

22
・
５
㌶
、
ナ
バ
ナ
75
㌃
、
ナ

ス
30
㌃

　
米
麦
を
中
心
に
、
ナ
バ
ナ
な
ど
露
地
野

菜
も
栽
培
す
る
渡
邊
壽
孝
さ
ん
は
、「
利

益
を
生
む
農
業
を
継
続
し
、
地
域
の
農
地

を
守
り
た
い
」
と
話
す
。

　
平
成
29
年
に
香
川
県
農
業
大
学
校
で
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
労
務
管
理
な
ど
経
営

に
必
要
な
知
識
を
学
ん
だ
。
受
講
を
機
に
、

給
与
制
の
導
入
や
野
菜
栽
培
を
始
め
、
所

得
向
上
の
た
め
経
営
改
善
に
着
手
し
た
。

　
収
穫
期
を
ず
ら
し
、
毎
月
収
入
が
あ
る

よ
う
作
業
に
取
り
組
む
。
５
年
日
誌
に
内

容
や
時
間
を
毎
日
記
録
し
、
デ
ー
タ
を
蓄

積
、
日
誌
を
見
返
し
生
育
状
況
な
ど
を
過

き
れ
い
な
メ
ダ
カ
を
目
指
し
て

さ
ぬ
き
市
大
川
町

　宮
竹 

茂
夫
さ
ん
　67
歳

し
げ  

お

み
や 

た
け

総
代
歴
11
年

「収穫の効率をあげ、高品質を維持したい」と三宅さん

農家農家
き きい い

み  やけ ひろ かず
坂出市大屋冨町　株式会社三宅農園

代表取締役　三宅 宏和さん　27歳

経営安定と働きがいを両立

　
ミ
カ
ン
農
家
に
嫁
い
で
37
年
の
平
見
真
里

さ
ん
、
作
業
は
夫
と
手
分
け
し
、
主
に
選
別

と
箱
詰
め
を
担
当
。
収
穫
時
に
付
い
た
傷
が

な
い
か
、
慎
重
か
つ
手
早
く
確

認
す
る
。

　
「
作
業
時
間
を
自
分
で
決
め

ら
れ
、
マ
イ
ペ
ー
ス
に
仕
事
を

で
き
る
の
が
農
業
の
い
い
と
こ

ろ
で
す
」。
空
い
た
時
間
は
愛

犬
と
一
緒
に
趣
味
の
登
山
を
楽

し
み
、
英
気
を
養
う
。

▽
経
営
＝
温
州
ミ
カ
ン
18
㌃
他

仕
事
も
趣
味
も
全
力
で

高
松
市
生
島
町
　平
見 

真
里
さ
ん
　60
歳

ひ
ら   

み

ま     

り

２月から３月にかけ、温州ミカン450箱ほどを
出荷

せ
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
を
育
成
、
近
隣
の
愛

好
家
と
交
換
も
し
て
い
る
。「
狙
っ
た
特
徴

を
持
つ
メ
ダ
カ
は
な
か
な
か
生
ま
れ
な
い
け

ど
、
奥
が
深
く
て
達
成
し
が
い
が
あ
る
」

　
メ
ダ
カ
を
愛
す
る
宮
竹
茂
夫
さ
ん
は
、
10

品
種
以
上
の
改
良
メ
ダ
カ
を
飼
育
し
て
い
る
。

飼
育
歴
は
20
年
以
上
に
な
り
、
庭
先
に
は
水

槽
が
所
狭
し
と
並
ぶ
。

　
「
一
番
好
き
な
メ
ダ
カ
は
『
燐
光
』。
ヒ

レ
が
長
く
、
う
ろ
こ
が
キ
ラ
キ
ラ
し
て
い
て
、

見
て
い
て
飽
き
な
い
」

　
品
種
が
違
う
複
数
の
メ
ダ
カ
を
掛
け
合
わ

お世話に
なります

きれいなメダカ
を選ぶ宮竹さん

ふ
じ 

い 

た
か
し

　Ｕターンで令和２年４月に就農、４年に代表を引
き継いだ三宅宏和さん。ブロッコリー25㌶やスイー
トコーン５.５㌶など10品目40㌶を坂出・丸亀地域で
生産する。「経営を通じ、地域農業の活性化に貢献で
きることがやりがいです」と話す。
　従業員18人全員を正社員として雇用する。さまざ
まな作業を経験させスキルアップを図り、気持ち良
く長期に働ける職場環境を心がける。　
　今後も新しい農機具の導入や土地の受け入れによ
り事業を拡大する予定。「市場ニーズに対応し、経営
基盤を強固にすることが目標です」

経
営
安
定
で
農
地
を
守
る

平成30年から続ける５年日誌

今作のナバナは、約８㌧を出荷する見込み ま
ん
の
う
町
　渡
邊 

壽
孝
さ
ん
　69
歳

わ
た 

な
べ  

と
し
の
り

農
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
大
切
に

ナバナを持つ壽孝さん（写真右）と
令和３年に就農した長男の健一さん（41歳、写真左）

けんいち

メダカの燐光

り
ん
こ
う
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去
と
比
較
し
な
が
ら
、
１
週
間
単
位
で
作

業
計
画
を
立
て
る
。
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を
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る
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ま
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」
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り
、
地
域
の
相
談
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す
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丁
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仕
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ぶ
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で
、
農
業
仲
間

と
し
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尊
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。
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適
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回
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。
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㌶
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５
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ナ
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30
㌃
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菜
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、
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イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
技
能
実
習
生
を
９
人
受
け
入
れ
、

10
㌶
を
耕
作
す
る
芟
藪
健
司
さ
ん
（
観
音
寺
市
大
野
原

町
、
53
歳
）。
こ
れ
ま
で
90
人
の
技
能
実
習
生
を
送
り

出
し
ま
し
た
。「
年
々
、
担
い
手
が
減
っ
て
い
る
い
ま
、

耕
作
放
棄
地
を
増
や
さ
ず
地
域
農
業
を
守
っ
て
い
く
に

は
、
外
国
人
労
働
者
の
雇
用
は
重
要
で
す
」

　
平
成
23
年
に
地
域
の
農
家
13
人
と
「
協
同
組
合
香
川

豊
南
」
の
設
立
に
参
加
。
技
能
実
習
生
の
受
け
入
れ
や

職
業
紹
介
事
業
が
中
心
で
す
。
芟
藪
さ
ん
は
31
年
３
月

か
ら
代
表
理
事
を
務
め
て
い
ま
す
。「
コ
ロ
ナ
禍
の
時

は
、
入
国
制
限
で
栽
培
面
積
を
減
ら
さ
ざ
る
を
得
ず
、

収
入
に
大
き
く
影
響
を
受
け
ま
し
た
。
Ｇ
Ａ
Ｐ
（
農
業

生
産
工
程
管
理
）
の
団
体
認
証
取
得
な
ど
、
経
営
改
善

に
取
り
組
み
乗
り
き
り
ま
し
た
」

　
安
定
雇
用
を
継
続
す
る
た
め
、
旅
行
な
ど
で
日
本
の

良
さ
を
実
感
し
て
も
ら
う
他
、
地
域
と
の
ふ
れ
あ
い
を

働
き
か
け
ま
す
。「
技
能
実
習
生
と
と
も
に
規
模
拡
大

し
、
地
域
農
業
に
貢
献
し
た
い
で
す
」

　
▽
経
営
＝
ロ
メ
イ
ン
レ
タ
ス
５
㌶
、
レ
タ
ス
７
㌶
、

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
７
㌶
、
水
稲
６
㌶
、
小
麦
１
㌶
ほ
か
　

　
　
　
　
　
　
　      

撮
影
＝
北
村
写
真
事
務
所 

北
村
修
一
氏

　就農を考えたのは、令和４年に産
直のイベントに父と参加した時です。
地元のお客さんが、家の野菜を好ん
で購入してくれる姿を見て、自分た
ちが栽培した野菜で喜んでもらえる
んだと、誇らしく感じました。
　現在、製造業に勤務しながら、仕
事終わりや休日に農作業を手伝って
います。トラクターの耕うんやアス
パラガスの収穫など、実際に作業を
しながら、後を継げるよう農業の知
識を深めています。
　将来は、お客さんを笑顔にできる
父のような農家になりたいです。

安定雇用で地域を盛り上げる

東かがわ市水主 近藤 弘輝さん 24歳
こんどう こう き

か
り
や
ぶ
け
ん 

じ●
都
会
に
住
む
長
男
夫
婦
に
、
キ
ウ

イ
フ
ル
ー
ツ
や
イ
チ
ゴ
、
ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
な
ど
、
香
川
が
力
を
入
れ

て
い
る
農
作
物
を
せ
っ
せ
と
送
っ

て
食
べ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
と

て
も
お
い
し
い
と
評
判
で
す
。

（
坂
出
市
　
女
性
　
58
歳
）

●
実
家
で
ミ
カ
ン
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、

水
稲
な
ど
を
作
っ
て
い
る
の
で
、

手
伝
い
に
い
っ
て
い
ま
す
。
手
伝

う
と
い
う
よ
り
は
、
母
や
兄
弟
に

会
い
に
い
っ
て
い
る
と
い
う
感
じ

で
す
。 

（
丸
亀
市
　
男
性
　
44
歳
）

●
学
校
勤
務
の
と
き
給
食
で
「
さ
ぬ

き
キ
ウ
イ
っ
こ
」
を
食
べ
、
お
い

し
か
っ
た
で
す
。

（
三
豊
市
　
男
性
　
68
歳
）

●
高
齢
に
な
り
米
作
り
は
い
つ
ま
で

で
き
る
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
現

在
、
４
反
を
一
人
で
作
り
、
ト
ラ

ク
タ
ー
で
の
耕
う
ん
や
田
植
え
も

自
分
で
し
て
い
ま
す
。

（
観
音
寺
市
　
女
性
　
79
歳
）

ＮＯＳＡＩかがわ62号からの問題です。
次の質問にお答えください。

※ヒントは２ページA シート

N O S A I

Q

郵便はがきに、
①クイズの答え　②郵便番号　③住所
④氏名（ふりがな）　⑤年齢　⑥電話番号
⑦ＮＯＳＡＩや広報紙への意見、感想、質問
⑧身近な情報
などをご記入のうえ、ご応募ください。
※応募によって得られた個人情報は、賞品の発送と今後の
広報紙作成の参考意見とする以外の目的に利用しません。

応募の宛先

応募締め切り
当選者発表

〒761－8083　高松市三名町東原５番地６
香川県農業共済組合　ＮＯＳＡＩクイズ係
令和６年６月20日（木）消印有効
令和６年11月発行予定の64号で発表

［当選者］宮川早生みかんをお届けしました。
中野勇二さん（東かがわ市）、馬場稔さん、井原良和さん（以上高松市）、冨田益臣さん（三木町）、
原井静雄さん（綾川町）、氏家スミ子さん（善通寺市）、髙嶋由美子さん（多度津町）、
松原クニ子さん（まんのう町）、白川利子さん（三豊市）、大久保恵美子さん（観音寺市）

●
夫
が
ふ
れ
あ
い
市
場
に
作
物
を
出

荷
し
、
私
も
手
伝
っ
て
い
ま
す
。

売
れ
る
商
品
づ
く
り
は
難
し
い
も

の
で
す
。

（
東
か
が
わ
市
　
女
性
　
55
歳
）

●
香
川
県
に
は
す
て
き
な
場
所
が
た

く
さ
ん
あ
り
、
お
い
し
い
物
も
あ

り
、
と
て
も
住
み
や
す
い
と
こ
ろ

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
さ
ぬ
き
市
　
男
性
　
61
歳
）

●
今
回
の
能
登
地
震
を
受
け
、
建
物

共
済
の
補
償
を
見
直
し
て
み
よ
う

と
思
い
ま
す
。
　

（
高
松
市
　
女
性
　
62
歳
）

●
後
継
者
不
足
で
農
業
や
地
域
は
崩

壊
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。
５
年
、

10
年
後
が
心
配
で
す
。

（
綾
川
町
　
男
性
　
67
歳
）

●
総
合
共
済
を
知
り
、
加
入
し
た
い

と
思
い
ま
し
た
。
建
物
共
済
は
父

か
ら
引
き
継
ぎ
54
年
入
っ
て
い
ま

す
が
、
安
心
で
す
。

（
ま
ん
の
う
町
　
女
性
　
76
歳
）

当選者発表第60号

インターネット申請答え 〉〉〉

乗用型トラクターにも自動車と同様に、運転者の命を守るシート○○○が装備されています。
○に入る言葉をお答えください。

正解者の中から抽選で７名の方に、山下農園（三豊
市財田町）の「ブルーベリー」（１パック100g入
り×４個）をお届けします。丹精込めて作られた、
粒が大きく甘酸っぱいブルーベリーです。
たくさんのご応募お待ちしています。

収
入
保
険

加
入
者
の
声

▽
経
営
＝
イ
チ
ゴ
33
㌃

　
約
55
年
間
、
イ
チ
ゴ
を
栽
培
し
て

き
ま
し
た
。
７
年
前
か
ら
経
営
に
加

わ
る
孫
に
、
良
い
状
態
で
経
営
移
譲

で
き
る
よ
う
、
令
和
６
年
に
収
入
保

険
に
加
入
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
数
年
は
天
候
不
順
で
病
気
が

発
生
し
、
苗
の
確
保
も
難
し
い
状
態

が
続
い
て
い
ま
す
。
収
入
保
険
は
価

格
低
下
だ
け
で
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
原

因
で
の
収
入
減
少
が
対
象
に
な
る
補

償
の
幅
広
さ
が
、
加
入
の
決
め
手
と

な
り
ま
し
た
。

三
木
町

谷 

正
則
さ
ん   

82
歳

た
に

ま
さ 

の
り

後
継
者
に
安
心
の
補
償

今号の
プレゼント

まさし

未来 ファーマーズの　未来 ファーマーズの　

ロメインレタスを収穫する芟藪さん

「祖父から技術と一緒に収入保険も引き継
ぎたい」と孫の将志さん（34歳、写真右）

〒761－8083  高松市三名町東原５番地６
香川県農業共済組合  ＮＯＳＡＩクイズ係

キ
リ
ト
リ

◀クイズの宛先としてハガキに
　貼って活用してください。

た
く
さ
ん
の
お
便
り
を
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

の
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イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
技
能
実
習
生
を
９
人
受
け
入
れ
、

10
㌶
を
耕
作
す
る
芟
藪
健
司
さ
ん
（
観
音
寺
市
大
野
原

町
、
53
歳
）。
こ
れ
ま
で
90
人
の
技
能
実
習
生
を
送
り

出
し
ま
し
た
。「
年
々
、
担
い
手
が
減
っ
て
い
る
い
ま
、

耕
作
放
棄
地
を
増
や
さ
ず
地
域
農
業
を
守
っ
て
い
く
に

は
、
外
国
人
労
働
者
の
雇
用
は
重
要
で
す
」

　
平
成
23
年
に
地
域
の
農
家
13
人
と
「
協
同
組
合
香
川

豊
南
」
の
設
立
に
参
加
。
技
能
実
習
生
の
受
け
入
れ
や

職
業
紹
介
事
業
が
中
心
で
す
。
芟
藪
さ
ん
は
31
年
３
月

か
ら
代
表
理
事
を
務
め
て
い
ま
す
。「
コ
ロ
ナ
禍
の
時

は
、
入
国
制
限
で
栽
培
面
積
を
減
ら
さ
ざ
る
を
得
ず
、

収
入
に
大
き
く
影
響
を
受
け
ま
し
た
。
Ｇ
Ａ
Ｐ
（
農
業

生
産
工
程
管
理
）
の
団
体
認
証
取
得
な
ど
、
経
営
改
善

に
取
り
組
み
乗
り
き
り
ま
し
た
」

　
安
定
雇
用
を
継
続
す
る
た
め
、
旅
行
な
ど
で
日
本
の

良
さ
を
実
感
し
て
も
ら
う
他
、
地
域
と
の
ふ
れ
あ
い
を

働
き
か
け
ま
す
。「
技
能
実
習
生
と
と
も
に
規
模
拡
大

し
、
地
域
農
業
に
貢
献
し
た
い
で
す
」

　
▽
経
営
＝
ロ
メ
イ
ン
レ
タ
ス
５
㌶
、
レ
タ
ス
７
㌶
、

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
７
㌶
、
水
稲
６
㌶
、
小
麦
１
㌶
ほ
か
　

　
　
　
　
　
　
　      

撮
影
＝
北
村
写
真
事
務
所 

北
村
修
一
氏

　就農を考えたのは、令和４年に産
直のイベントに父と参加した時です。
地元のお客さんが、家の野菜を好ん
で購入してくれる姿を見て、自分た
ちが栽培した野菜で喜んでもらえる
んだと、誇らしく感じました。
　現在、製造業に勤務しながら、仕
事終わりや休日に農作業を手伝って
います。トラクターの耕うんやアス
パラガスの収穫など、実際に作業を
しながら、後を継げるよう農業の知
識を深めています。
　将来は、お客さんを笑顔にできる
父のような農家になりたいです。

安定雇用で地域を盛り上げる

東かがわ市水主 近藤 弘輝さん 24歳
こんどう こう き

か
り
や
ぶ
け
ん 

じ●
都
会
に
住
む
長
男
夫
婦
に
、
キ
ウ

イ
フ
ル
ー
ツ
や
イ
チ
ゴ
、
ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
な
ど
、
香
川
が
力
を
入
れ

て
い
る
農
作
物
を
せ
っ
せ
と
送
っ

て
食
べ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
と

て
も
お
い
し
い
と
評
判
で
す
。

（
坂
出
市
　
女
性
　
58
歳
）

●
実
家
で
ミ
カ
ン
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、

水
稲
な
ど
を
作
っ
て
い
る
の
で
、

手
伝
い
に
い
っ
て
い
ま
す
。
手
伝

う
と
い
う
よ
り
は
、
母
や
兄
弟
に

会
い
に
い
っ
て
い
る
と
い
う
感
じ

で
す
。 

（
丸
亀
市
　
男
性
　
44
歳
）

●
学
校
勤
務
の
と
き
給
食
で
「
さ
ぬ

き
キ
ウ
イ
っ
こ
」
を
食
べ
、
お
い

し
か
っ
た
で
す
。

（
三
豊
市
　
男
性
　
68
歳
）

●
高
齢
に
な
り
米
作
り
は
い
つ
ま
で

で
き
る
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
現

在
、
４
反
を
一
人
で
作
り
、
ト
ラ

ク
タ
ー
で
の
耕
う
ん
や
田
植
え
も

自
分
で
し
て
い
ま
す
。

（
観
音
寺
市
　
女
性
　
79
歳
）

ＮＯＳＡＩかがわ62号からの問題です。
次の質問にお答えください。

※ヒントは２ページA シート

N O S A I

Q

郵便はがきに、
①クイズの答え　②郵便番号　③住所
④氏名（ふりがな）　⑤年齢　⑥電話番号
⑦ＮＯＳＡＩや広報紙への意見、感想、質問
⑧身近な情報
などをご記入のうえ、ご応募ください。
※応募によって得られた個人情報は、賞品の発送と今後の
広報紙作成の参考意見とする以外の目的に利用しません。

応募の宛先

応募締め切り
当選者発表

〒761－8083　高松市三名町東原５番地６
香川県農業共済組合　ＮＯＳＡＩクイズ係
令和６年６月20日（木）消印有効
令和６年11月発行予定の64号で発表

［当選者］宮川早生みかんをお届けしました。
中野勇二さん（東かがわ市）、馬場稔さん、井原良和さん（以上高松市）、冨田益臣さん（三木町）、
原井静雄さん（綾川町）、氏家スミ子さん（善通寺市）、髙嶋由美子さん（多度津町）、
松原クニ子さん（まんのう町）、白川利子さん（三豊市）、大久保恵美子さん（観音寺市）

●
夫
が
ふ
れ
あ
い
市
場
に
作
物
を
出

荷
し
、
私
も
手
伝
っ
て
い
ま
す
。

売
れ
る
商
品
づ
く
り
は
難
し
い
も

の
で
す
。

（
東
か
が
わ
市
　
女
性
　
55
歳
）

●
香
川
県
に
は
す
て
き
な
場
所
が
た

く
さ
ん
あ
り
、
お
い
し
い
物
も
あ

り
、
と
て
も
住
み
や
す
い
と
こ
ろ

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
さ
ぬ
き
市
　
男
性
　
61
歳
）

●
今
回
の
能
登
地
震
を
受
け
、
建
物

共
済
の
補
償
を
見
直
し
て
み
よ
う

と
思
い
ま
す
。
　

（
高
松
市
　
女
性
　
62
歳
）

●
後
継
者
不
足
で
農
業
や
地
域
は
崩

壊
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。
５
年
、

10
年
後
が
心
配
で
す
。

（
綾
川
町
　
男
性
　
67
歳
）

●
総
合
共
済
を
知
り
、
加
入
し
た
い

と
思
い
ま
し
た
。
建
物
共
済
は
父

か
ら
引
き
継
ぎ
54
年
入
っ
て
い
ま

す
が
、
安
心
で
す
。

（
ま
ん
の
う
町
　
女
性
　
76
歳
）
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市財田町）の「ブルーベリー」（１パック100g入
り×４個）をお届けします。丹精込めて作られた、
粒が大きく甘酸っぱいブルーベリーです。
たくさんのご応募お待ちしています。
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ロメインレタスを収穫する芟藪さん
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香川県農業共済組合  ＮＯＳＡＩクイズ係

キ
リ
ト
リ

◀クイズの宛先としてハガキに
　貼って活用してください。

た
く
さ
ん
の
お
便
り
を
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

の

1011 かがわ 2024.5  vol.62 かがわ 2024.5  vol.62



　
緑鮮やかで葉がふんわり巻いている
春キャベツ。ビタミンC・A・U
が豊富で、腸内環境を整え抵
抗力を高めてくれます。

　

春キャベツのカレースープ
プロの

創作キッチン

おうち
ごはん

発行日：令和６年５月１日

発行
編集

ホームページアドレス

　　　香川県農業共済組合
　　　本所総務部総務課
〒761-8083 高松市三名町東原５番地６
TEL：０８７-８８８-２１２１ FAX：０８７-８８８-３０３１

https://www.nosai-kagawa.jp

発行
編集

ホームページアドレス

山中 美妃子さん
やま なか み　   き　   こ
香川県食農アドバイザー

ジュヌヴィエーヴ料理教室
主宰

料理紹介者

キャベツを焼いたうま味
が加わり、スープにコク
が出ます。タマネギの甘
みとともに良いだしとな
り、スープ全体の塩分を
抑えられます。

ヒトコト★POINT

焼いた野菜のコクで、塩分控えめな仕上がり

今回の食材

春キャベツ

材料（４人分）
/1 3
/1 2

● 春キャベツ
● タマネギ
● ニンニク
● ジャガイモ
● ソーセージ
● オリーブ油
● パセリ

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・    

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・    

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

・・・・・・・・・・・・・・           

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   

                                      

個
個
１片
２個
８本

小さじ２
適量

水
固形コンソメ
カレー粉
（またはカレールゥ
塩、コショウ

800㎖
２個

小さじ２
1片）
少々

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・            

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・       

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・                

・・・・・・・・・・          

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・        

カレースープ

カレースープとジャガイモ、
ソーセージを加え、一度沸かし
て弱火で約15分煮込む。塩、コ
ショウで味を調え、盛り付ける。

タマネギはくし形に切る。ジャ
ガイモは大きめの一口大に切り、
水にさらす。ニンニクは半分に
切る。

鍋にオリーブ油とキャベツ、タ
マネギ、ニンニクを入れ、中火
で焼き目をつける。

キャベツは芯を残してくし形に
切り、形が崩れないよう竹串を
さす。（盛り付け前に竹串を抜
く）

1 2 3 4

作り方

農業共済新聞は週１回の発行で、購読料は１年間5,520円
（１紙当たり約117円）です。２カ月間の試し読み（無料）
から始めてみませんか。

試し読みをお申込みいただいた方には「もっと
おいしく干し野菜」の冊子と、ノーサイくんマ
グネットをプレゼントします。

農業共済新聞 ２カ月間試し読みできます

表紙の続きは10ページ

そ ら と つ ち と み ど り の 会 話

NOSAI かがわ vol.62
2024 5月

安全対策で
農機具事故ゼロに

安心のネットワーク

香川県農業共済組合




